
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

来庁者及び職員
阿山支所庁舎・多目的集会施設

事業名

基本施策

18

伊賀市　事務事業評価シート

庁舎維持管理経費

99

清掃面積

正規職員     （人） 2
活動指標 単位

（委託先：三菱電機ビルテクノサービス他　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

現状維持を基本とし、庁舎・設備の維持管理を図っている。
庁舎の外壁はタイル貼りであり、老朽化のため所々剥離が見られ落下の危険があったので、タイル落下防止修繕工事を行った。
暖房用ボイラーが老朽化のため使用できなくなったので修繕工事を実施した。
宿・日直による閉庁時の婚姻届等の受理、埋葬許可証の交付、緊急時における各課への連絡業務及び防災行政無線による緊急放送を嘱託職
員6名により対応した。
支所庁舎の清掃業務を委託した。
閉庁時庁舎の警備業務をセコムに委託した。

運営主体

各支所庁舎

細目
細々目

102

市民及び職員の安全確保に努めるとともに、快適な職場環境を維持し、市
民サービスの向上が図れる。

成果（どうなるのか）

01
庁舎管理経費
庁舎維持管理経費

阿山支所　総務振興課

27,486

H17 H18（予算）

2

H19（予算）

2

4必要性

市民及び職員の安全確保に努めるとともに、快適な職場環境を維持するとともに、市民サービスの向上を
目指している。

28,227

Ｈ18年度　工事請負費　400万円　庁舎外壁修繕工事

効率性

評
価

阿山支所庁舎は昭和55年に建築されており26年経過した。安全確保を最優先で維持管理を実施しているが、施設全体に老朽化が進んでおり、庁
舎管理にかかる修繕料等、維持管理経費が高額になってきている。

指標設定の考え方

目標

事業の目的の成果を測る指標 H17

5,000

6,947 7,094 7,094

14,400 14,400 14,400

16,248

26,486

40,886 41,886
4,980 4,980

10,412

目標値

㎡

H17 H18 H19
実績値

11

4,000

件 11

2,254 2,254

27

2,254

11

27件 27

単位

宿日直による防災行政無線緊急放送件数 件 70 70 70

Ａ

総合評価
3
3
3

有効性
達成度

01
02
01
01

会計
款
項
目

一般会計
総務費
総務管理費
一般管理費

名            称コードコード 名               称

H18（目標）

目標

H19（目標）

41,818

0595-43-1543森岡　良夫 連絡先

68 68 68

宿日直による戸籍関係取扱件数

宿日直による死亡関係受付件数

10,412需用費
工事請負費

42,559 40,818

42,627
5,032


